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ローカル化を目指すことを指す。詳しくは第 3 章を参照されたい。 
はじめに 
 





第 2に、両国の小中高教科指導（学習指導）における ICT 活用の理論を比較分析する。
また両国の学者や専門家は、これら理論に関して、それぞれどのように捉えているかを
分析する。 
第 3 に、高校における ICT カリキュラムの基準（日本の場合は「学習指導要領」、中
国の場合は「課程基準」）と授業展開の事例を中心に比較し分析する。そしてそれぞれ
におけるローカルカリキュラムを提案する。 














































第 3 章では、高校における ICT カリキュラムの設置と実施を分析する。まず第１節
は、日本の教科「情報科」である。日本では、1999 年改訂の普通高校学習指導要領に
おいて共通教科「情報」を新設し、2008 年 1 月の中央教育審議会答申などを受けて、
「普通高校の各学科に共通する教科情報科（教科「情報」）」が改善されることになった。




国では、2003 年 2 月に中国教育部より「普通高校情報技術カリキュラムの標準（実験）」
はじめに 
 


















る。文部科学省の「熟議カケアイ 」において教育情報化および「授業での ICT 活用」
に関する議論を取り上げたのち、「学びのイノベーション事業」の実証校の事例につい
て分析する。次に、2011 年 1 月 27 日と 11 月 16 日に、××小学校の○○先生の公開
授業を 2 回参観し、○○先生の算数科の学習指導案および指導を事例として取り上げた。
その上で、担任の○○先生にインタビューして、その内容を分析した。また、2014 年





































































































































図 0－1 論文の基本構成 
研究過程：研究の構成 
第 1 章 教育情報化に関する理論的考察 
第 2 章 教育情報化の環境整備および施策・取組みの分析 
第 3 章 普通高校における ICT カリキュラムに関する分析 














第 4 章 ICT 活用に対する教師の意識の分析 
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第 1 章 教育情報化の理論的考察 
 

























                                                  
1 The Association of College and Research Libraries（2000）, pp.1-3. 
2 この 3 つの能力は情報教育の目標でもある。『情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の




































































                                                  
































































 両国の普通高校 ICT カリキュラム（日本の教科「情報」、中国の教科「情報技術」）の
理念・趣旨とその目標を比較分析すると、以下のようにまとめられる。 
 



























 2003 年に中国普通高校の「情報技術課程の基準」が公示されて 10 年が過ぎている。
社会環境は日々に変化しており、このような変化や学生の多様性に対応できる「情報技
術」教育が期待されている。 
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第 2節 両国における ICT 活用の分析 
 






1 日本における ICT 活用 
（１）教科指導における ICT 活用 
2010 年 10 月に公表された『教育情報化に関する手引き』において、「教科指導にお
ける ICT 活用」に関して、詳しく記述している。つまり、「教科指導における ICT 活用」
とは、教科の目標を達成するために教師や学生が ICT を活用することである。また ICT
活用の在り方については、①「学習指導の準備と評価のための教師による ICT 活用」、

































を達成するための効果的な ICT 活用することを強調している。 
 
（２）教科指導における ICT 活用の重要性および役割 











                                                  
13 同上。p.53。 
14 同上、p.46。 
15 日本文部科学省より、2008 年に公示された学習指導要領を指す。 
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科指導における ICT 活用の場面と目的」をまとめたものである。 
授業の展開において、学生が片面に ICT に偏らないように ICT によって提示された情
報を見て、教師の説明や指示などを聞き、対応する学習活動を行って学習が進むことが
大切である。その際に提示される情報は、教師の説明などがよりわかるための情報の提


















表 1－1 教科指導における ICT 活用場面と目的 











































































図 1－1 情報技術の活用により教科指導などのあり方の変化 
               
 
（２）情報技術と課程との整合の重要性 






























































「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」によると、2004 年度から 2010 年
度までの教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数の状況は、表 2－1の通りである。 
 
表 2－1 教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 
年 度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
人/台数 8.8 8.1 7.7 7.3 7.0 7.2 6.8 
出所：文部科学省（2013）、『平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果』、p.2。 
 
 
（２）普通教室の校内 LAN 整備率 
普通教室の校内 LAN 整備率の実態は、表 2－2の通りである。 
 
 
                                                  
1文部科学省（2013）「平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果」
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1339524.htm（2014 年 6 月閲覧） 
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表 2－2 普通教室の校内 LAN 整備率 
年   度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
整備率（％） 37.2 44.3 50.6 56.2 62.5 64.0 72.1




高速および超高速インターネット接続率は表 2－3 の通りである。 
 
 
表 2－3 超高速インターネット接続率 
年   度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
高 速（％） 71.6 81.7 89.1 91.4 94.4 95.5 96.7 
超高速（％）    35.0 51.8 60.5 65.9 







表 2－4 電子黒板の整備状況 
年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
台数 5274 6894 7832 9536 12544 16403 42184 
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表 2－5 実物投影機の整備状況 
年度 2008 2009 2010 
台数 56589 59205 82299 
出所：文部科学省（2013）、『平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果』、p.4。 
 
 
２ 中国の学校における ICT 環境整備 
中国政府は初等中等教育実態の調査において、2001 年度からコンピュータの整備な
ど、教育情報化に関する調査項目を盛り込んで、その調査分析を実施している。中国の
学校における ICT 環境の整備状況の推移は以下の通りである2。 
 
（１）都市部・農村部別の教育用コンピュータ１台当たり児童生徒数 




表 2－6 教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 
 年 度 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
小 学
校 
都市部 28.94 24.34 20.99 18.34 17.41 16.98 16.45 18.83 18.11
農村部 96.20 74.30 55.04 45.32 38.88 36.44 34.01 37.60 33.94
中 学
校 
都市部 34.01 27.04 16.06 20.07 18.22 16.94 15.69 17.90 16.35





（２）校内 LAN 整備状況 
校内 LAN 整備状況は表 2－7 の通りである。 
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表 2－7 都市部・農村部別の校内 LAN 整備状況（数字は学校数） 
 年 度 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
小学校 都市部 7258 10341 12374 15176 16791 18439 19302 19900 21434
農村部 5566 7142 9867 13846 16598 17525 18427 19010 19571
中学校 都市部 4488 6598 7880 9958 11201 12377 13191 14209 14988









関する調査によると、農村部の小学校は 33.94 で、都市部の小学校は 18.11 であった。







































化に関する国際的な取組みに積極的に協力するため、1994 年 8 月 2 日に閣議決定によ
って、「高度情報通信社会推進本部」を置くことになった。内閣総理大臣が自ら本部長
を担当して、内閣官房長官、郵政大臣、通商産業大臣が副本部長を担当することになっ
                                                  
3 日本臨時教育審議会とは 1984 年に公布された臨時教育審議会設置法（1984 年 8 月 8 日法律第 65 号）
に基づき総理府に設置され、内閣総理大臣の諮問に応じて調査審議することを所掌事務とした行政機関
のことである。 
4 教育過程審議会は、1950 年教育課程審議会令（1950 年政令第 86 号）により設置されたが、中央省庁な
ど改革に伴い関係政令などを廃止する政令（2000 年 6 月 7 日政令第 314 号）の施行に伴って廃止され、
生涯学習審議会、理科教育および産業教育審議会、教育職員養成審議会、大学審議会、保健体育審議会
と統合され、2001 年 1 月 6 日付けで中央教育審議会となった。 
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5「高度情報通信社会推進本部の設置について」http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it/setti.pdf 
（2014 年 6 月閲覧）。 
6 「高度情報通信社会に向けた基本方針」http://www.kantei.go.jp/jp/it/990422ho-7.html 
（2014 年 6 月閲覧）。 
7 「高度情報通信社会推進に向けた基本方針」http://www.kantei.go.jp/jp/it/981110kihon.html 
（2014 年 6 月閲覧） 
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④バーチャル･エージェンシー「教育情報化プロジェクト」報告の提出 
バーチャル・エージェンシーは、1998 年 11 月 27 日に行われた第 144 回国会におけ
る当時の小渕内閣総理大臣の所信表明演説を受け、縦割りの省庁の仕組みでは対応でき
ない問題について、既存の省庁の枠組みにとらわれない新たな推進体制を整備するため、
内閣総理大臣直轄の省庁連携タスクフォースとして、同年 12 月 11 日に発足したもの






















                                                  
9 「バーチャル・エージェンシー「教育の情報化プロジェクト」」 
http://www.kantei.go.jp/jp/it/vragency/pdfs/kyouiku.pdf（2014 年 6 月閲覧） 
10 「ｅ－Ｊａｐａｎ戦略」http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/010122honbun.html 
 （2014 年 7 月閲覧） 
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技術者・研究者を確保する。併せて、2005 年までに 3 万人程度の優秀な外国人人材
を受け入れ、米国水準を上回る高度な IT 技術者・研究者を確保する。」  
≪推進すべき方策≫  
上記目標を達成するために、政府は以下の方策を講ずる。 つまり、「情報リテラシー
の向上、IT を使った授業や IT の倫理・マナー教育を充実する、IT を指導する人材の育
成、IT 技術者・研究者の育成 、コンテンツ・クリエイターの育成、などである。」 
⑥「デジタル新時代に向けた新たな戦略―３カ年緊急プラン―」の策定 














                                                  
11 「デジタル新時代に向けた新たな戦略―３カ年緊急プラン―」
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/090409plan/090409honbun.pdf （2014 年 7 月閲覧） 
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12 「i-Japan 戦略 2015－国民主役の「デジタル安心・活力社会」の実現を目指して－」
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⑧「新たな情報通信技術戦略」の策定 






















表 2－8 日本の教育情報化の施策・取組みの概要 
日 付 施策・取組み 主要内容 
1994 年 









 （2014 年 7 月閲覧） 
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1995 年 























1 月 22 日 
「e－Japan 戦略」 
 















































表 2－9 中国の初期段階における教育情報化の主な政策および措置 


































                                                  
15 国家教育委員会とは 1985 年から 1998 年まで設置された中国教育行政機関である。 
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表 2－10 中国の全面推進段階における教育情報化の主な政策および措置 











































































                                                  
16 校校通事業とは、2000 年に中国教育部より「小中高において「校校通」工程を実施に関する通知」を










表 2－11 中国の加速化段階における教育情報化の主な政策および措置 

































































第３節 ICT 活用の有効性に関する研究 
 













全国で実施された 752 件の検証授業を分析評価した結果では、ICT を活用して実証授
業を実施した 98.0%の教師が、「関心・意欲・態度」の観点について ICT 活用の効果が
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手段として ICT を活用することによる教育効果を検証することを意図したものである。 
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（３）田中博之らの実証研究 


























                                                  
19 代表は大阪教育大学田中博之教授、事務局は Benesse 教育研究開発センターである。 
20 IT 活用と教科学力との関係 








トや事業が実施されている。例えば、早期の 1994 年 4 月から実施した「100 校プロジ






















                                                  
21 100 校プロジェクトとは、当時の通商産業省と文部省が、共同で、111 の学校および施設にコンピュー
タネットワーク（インターネット）利用環境を整備し、初等中等教育の現場のネットワーク化による情
報活用の高度化の試みとして実施されたプロジェクトのことである。 




http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm（2014 年 6 月閲覧） 
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図 2－1 1994 年の「4結合」         図 2－2 2000 年からの「4 結合」 




























































































提した。第 1 に一斉授業に焦点を置くこと、第 2 に有効な教科指導を根本にすること、










第 1に、上海○○中学校において、無作為に 6 クラスを抽出して研究対象とした。そ
の研究対象は予備年次、1 年次、2 年次それぞれ 2 クラスから構成されている、その中
で、1つのクラスは、ネットワーククラスで、もう 1つは、普通クラスである。学生人
数は 267 人で、男子は 134 人、女子は 119 人（性別不明は 14 人）、平均年齢は 13 歳で、
標準偏差は 2.77 となっている。第 2 に、広東省○○中学校において、無作為に 12 個ク
ラスを抽出して研究対象とした。その中で、3 年次 4 クラスで、2 クラスは、ネットワ
ーククラスで、もう 2 クラスは普通クラスである。2 年次 8 クラスで、4 クラスはネッ
トワーククラスで、もう 4 クラスは、普通クラスである。学生人数は 517 人で、男子
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表 2－12 上海○○中学校ネットワーククラスと普通クラスとの比較（１） 
 
教科 標本  人数  平均値   標準偏差    Ｔ値   Ｐ値 
 
国語  ネット 43   .017    1.044     .169   .866 
 普通  38  －.018    .964     
数学  ネット 43  －.133    1.109     －1.277  .205 (入学時) 
 普通  38   .136    .865 
英語  ネット 43  －.049    .990     －.473   .638 
 普通  38   .050    1.018 
国語  ネット 43  －.125    .976     －1.197  .235 
 普通  38   .128    1.018 
数学  ネット 43  －.093    1.041    －.886   .378 (学期末) 
 普通  38   .095    .957 
英語  ネット 43  －.005    .953     －.055  .956 
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表 2－13 広東省○○中学校ネットワーククラスと普通クラスとの比較（１） 
 
教科 標本  人数  平均値   標準偏差    Ｔ値    Ｐ値 
 
国語  ネット 97  .394    .483      6.254    .000 
 普通  94  －.415   1.180     
数学  ネット 97  .392    .393      6.331    .000（入学時） 
 普通  94  －.406   1.184 
英語  ネット 97  .457    .573      7.302    .000 
 普通  94  －.474   1.114 
国語  ネット 97  .355    .620      5.416    .000 
 普通  94  －.340   1.093 
数学  ネット 97  .479    .485      7.964    .000（学期末） 
 普通  94  －.522   1.139 
英語  ネット 97  .481    .545      8.010    .000 














の方面は、積極的（プラス）・中等レベルであった。この結果は表 2－15 の通りである。 
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表 2－14 上海○○中学校ネットワーククラスと普通クラスとの比較（２） 
 
項目       標本 人数 平均値  標準偏差  Ｔ値   Ｐ値 
 
態度       ネット 136 29.292   6.074   .124  .902 
         普通  131 29.201   6.039 
動機       ネット 136 25.144   4.279   .108  .914 
         普通  131 25.353   4.559 
時間管理     ネット 136 27.824   5.786   1.162  .246 
         普通  131 27.013   5.609 
焦慮       ネット 136 27.435   6.822   －1.256 .210 
         普通  131 28.512   7.191 
専念       ネット 136 29.445   5.881   1.469  .143 
         普通  131 28.387   5.876 
情報加工・処理  ネット 136 27.847   5.860   3.048  .003 
         普通  131 25.788   5.134 
ポイントの選択  ネット 136 18.563   3.665   1.414  .159 
         普通  131 17.939   3.541 
学習補助     ネット 136 25.552   5.540   3.222  .001 
         普通  131 23.455   5.073 
自己テスト    ネット 136 25.587   5.394   2.452  .015 
         普通  131 23.997   5.194 
テスト策略    ネット 136 29.376   5.312   －.128  .898 
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表 2－15 広東省○○中学校ネットワーククラスと普通クラスとの比較（２） 
 
項目        標本 人数 平均値  標準偏差  Ｔ値 Ｐ値 
 
態度       ネット 257 30.591   5.845   2.009 .045 
         普通  260 29.546   5.972 
動機       ネット 257 25.741   4.505   3.229 .001 
         普通  260 24.393   4.777 
時間管理     ネット 257 26.512   5.169   1.609 .108 
         普通  260 25.790   5.023 
焦慮       ネット 257 26.294   6.234   1.319 .188 
         普通  260 25.606   5.613 
専念       ネット 257 26.935   6.019   1.450 .148 
         普通  260 26.180   5.806 
情報加工・処理  ネット 257 27.587   5.597   3.154 .002 
         普通  260 26.108   5.054 
ポイントの選択  ネット 257 17.727   3.549   2.888 .004 
         普通  260 16.858   3.289 
学習補助     ネット 257 26.762   5.172   1.696 .090 
         普通  260 25.983   5.266 
自己テスト    ネット 257 25.085   5.090   1.319 .188 
         普通  260 24.482   5.308 
テスト策略    ネット 257 27.554   5.617   2.175 .030 






































2014 年 4 月に公示された「学びのイノベーション事業」実証研究報告書によると、
デジタル教科書などの ICT の有効性が高く評価されている。例えば、ICT を活用した授
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第 3 章 普通高校における ICT カリキュラム 
 



























                                                  
1 中央教育審議会（2008）、pp．112－113。 
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2 「問題」という用語は、「あるべき理想の姿と現実とのギャップ」や「解決や解消を必要とする状況」
などという意味でよく用いられる。 
第３章 普通高校における ICT カリキュラムの設置および実施 
 
































第３章 普通高校における ICT カリキュラムの設置および実施 
 



























情報センター（CNNIC）の第 11 回報告によると、2002 年 12 月 31 日までに中国のネチ
ズン3人口は 5、910 万人に達し、ほぼ日本のネチズン人口に相当している。その情報化
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社会を担う人材を育成する情報技術教育が日々重視されている。このような背景に応じ



















図 3－1 中国普通高校情報技術カリキュラムの内容 
 
 
必修科目の「情報技術基礎」は高校 1 年の 1 学期に開設することが勧められている。
一方、選択科目は高校 1 年 2学期かそれ以後に開設することが勧められている。このう
ち「アルゴリズムとプログラミング」は数学のカリキュラムの一部と関連するので、高
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図 3－3 アルゴリズムとプログラム設計（選修） 
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8 国連文明の同盟とユネスコ、欧州委員会、グルーポ・コミュニカが 2009 年に協力して出版した
『Mapping Media Education Policies in the World Visions,Programmes andChallenges』の日本語訳で
ある。監訳者代表は法政大学の坂本旬である。 
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しい概念として、1999 年の「地方分権一括法」や 2011 年の「地域主権一括法」といった
                                                  
9 文部科学省（2012）、『高等学校学習指導要領解説情報編』、p.16。 
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表 ３－３ 科目「社会と情報」の年間指導計画例 
内  容 配当 座学 実習
（1）情報の活用と表現 18 9.5 8.5 
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表 ３－４ 「社会と情報」の学習指導案 
科目「社会と情報」学習指導案 
○○高等学校  第○学年○組 
平成○年○月○日（○）第○校時 
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表 ３－５ 科目「社会と情報」の年間指導計画への提案 
内  容 配当 座学 実習
（1）情報の活用と表現 



































































表 ３－６ 「社会と情報」の学習指導案への提案 
科目「社会と情報」学習指導案 
○○高等学校  第○学年○組 
平成○年○月○日（○）第○校時 
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○○高等学校  第○学年○組 
○年○月○日（○）第○校時 
場所 ○○ 指導者 ○○ 
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○○高等学校  第○学年○組 
○年○月○日（○）第○校時 
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されている。教育現場の教師が ICT に対してどのような認識を持っているか。ICT と教
師との関係はどのように意識されているかなど、これらの認識や意識が、「教科指導に












                                                  
1 村田純一（2010）、p.14。 
2 牟焕森（2001）、p.52。 
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1 つは、教育学視野（領域）において教師発展に関する理論研究であり、もう 1 つは、
                                                  
3 李美鳳（2011）、p.47。 
4 同上、pp.47-48。 
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5「二重欠如」とは、教育学視野（領域）において教師発展の研究の中で「技術」の欠如、工学視野(領域)
において教師発展の研究の中で「理論」の欠如ということを指す。 
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6 同上、p.17。 
7 同上、p.18。 
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8 魯傑（2001）、pp.269－272。 
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第 2 節 教科指導における ICT 活用に対する日本教師の意識 
 
















                                                  
9 拙稿（2013）、p.16。 
10 熟議カケアイとは、教育関係者がインターネット上で熟議するために開設されたウェブサイトである。
2010 年 4 月 17 日に文部科学省によって開設された。正式名称は「文部科学省政策創造エンジン 熟議
カケアイ」である。 
11 「ICT を活用した 21 世紀にふさわしい学校や学 2 回目の議論は、「教育の情報化ビジョン」骨子と学校
教育の情報化に関する懇談会の下の３つのワーキンググループからの報告書について広く意見を募集する
ものであった。2011年23年２月４日(金)～２月18日(金)の間、351件の意見が寄せられた（文部科学省）。 
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表４－１ 「ICT を活用した 21 世紀にふさわしい学校や学びとはどうあるべきか？」 
１ 趣旨：文部科学省 Web サイト「熟議カケアイ」において、「ＩＣＴを活用した２１世紀に
ふさわしい学校や学びとはどうあるべきか？」について、掲示板を設定し、教育
現場に関わる様々な立場の方からの意見を募集。 
２ 設定期間：平成 22 年 5 月 14 日(金) ～ 5 月 31 日(月) 
３ 結果：書込総数… 402 件、参加者数… 79 人 
４ 論点毎の内訳（書込の多い順） 
・児童生徒へのＩＣＴ教育：約 130 件 
・デジタル教科書・教材：約 110 件 
・校務支援システム：約 70 件 
・21 世紀にふさわしい学校や学び、学校教育の情報化が果たす役割等：約 30 件 
・情報端末及びデジタル機器：約 30 件 
・教員へのサポート：約 20 件 
・教員へのＩＣＴ教育：約 20 件 
・その他：約 20 件 
出所：文部科学省 http://jukugi.mext.go.jp/8b20fb87cbf814c816e0991c2e3e4bd2.html 













国では教育の手段に ICT を活用する「教育の情報化」と比べ、ICT そのものの教育(情
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2011 年度から全国に先駆けて「先進的 ICT 利活用教育推進事業」に取組んでいる。佐
賀県××小学校は、学びのイノベーション事業の実証校として、デジタル教科書をはじ
めとする ICT を教科指導に積極的に導入・活用している。 
○○先生は、実証クラスの担任者であり、指導力などの才能に優れた教師である。2011
年 1 月 27 日と 11 月 16 日に、○○先生の公開授業を 2 回参観した。ここでは、××小
学校の○○先生の算数科の学習指導案および指導の展開を事例として、紹介し分析する。 
（１）第 5学年 1組算数科（T･T12）学習指導案および学習指導案に関する分析 
①単元名（東京書籍『新しい算数 5 年下』） 
②単元設定の趣旨 
                                                  
12 チーム・ティーチングとも言う。学級担当の教師が進める授業に、その教師とチームを組む他の教師が
入り、生徒の習熟度などに合わせて担当教師を助力しつつ行う授業の形態である。 
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《教材について》 

















 第 1 小単元では、具体的な操作に重点を置いた指導過程をとるようにしたい。タブレ
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・数学的な考え方                      
三角形の内角の和が 180°になることを三角形の性質ととらえ、それを基に、四角形
の内角の和について演繹的に考え、四角形の性質としてとらえることができる。  
・技能       
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表 4－2 指導計画 
時
数 

























































 〇ICT の活用場面が、目標達成のために効果的に活用されていたか。 
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表 4－3  ICT 活用ポイント 
授業場所 普通教室 
授業形態 一斉授業（T･T） 少人数学習 グループ学習  個別学習 
ICTを活用する場面 導入  展開  まとめ  
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13 学生の学習態度や学習レベルなどを調べるために行った調査である。 
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14 メール・インタビューは、2011 年 11 月 17 日に行った。 
15 Q は著者である。 
16 A はインタビューを受けたの方である。 
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17 「みんなのデジタル教科書教育研究会」の略称。新潟大学教育学部附属新潟小学校教諭片山敏郎氏らが
2010 年に立ち上げた主にデジタル教科書の導入・活用を検証・検討する研究会。 
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18 「反転授業」で教育に風穴を  
http://sankei.jp.msn.com/life/news/140603/edc14060319200002-n1.htm（2014 年 6 月閲覧） 
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19 QQ とは中国騰訊会社から開発されたチャットである。 
20著者は「教育工学グループ」「カリキュラム研究グループ」などのネット研究会に入会し、「ICT 活用」「技
術の本質」「技術と教師」などのテーマを巡って入会している教育関係者といろいろ議論している。 
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的な学習活動」と取り上げ、地域に根差した指導計画が必要であることを強調してい
る。中国の ICT カリキュラムと大きく異なるところである。 































































































































































8という 6 つの部分から構成されている。この中で、「知識」が他の 5 つの部分に基盤




情報モラル 情報能力 情報常識 情報意識と情感 
第５章 ローカルカリキュラムと教師意識の課題 
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図 5－3 情報技術カリキュラムの多元的価値指向と核心 







1999 年 3 月、日本普通高校学習指導要領改訂で、普通高校に新教科「情報」が創設
























































第 2 節 ICT 活用に対する教師意識の差異 
 
1 ICT 活用の理論 
 日本の教育情報化において、教科指導（学習指導）における ICT 活用が中核的な位
置に置かれている。中国の教育情報化においても、情報技術と課程との整合が中心と
して重視されている。 
 日本の場合、教科指導（学習指導）における ICT 活用に関して、以下の点が強調さ
れている。 
 第 1 に、教科の目標を達成するためには教師や学生が ICT を活用することが大切で
ある。教科の学習目標の達成と同時に、学生の情報活用能力の育成を図っている。 

























































































































が大切である。学習活動の例として、見る活動 ・きく活動 ・書く活動 ・話し合う活















目的が 2 つある。1 つは教育効果の向上および改善されること、もう 1 つは教育の変
革が図れていることである。その理想や目的が実現できるかどうか、あくまでも、教
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め、教師の意識や ICT 活用指導力に応じた研修を設計することも必要である12。」ここ























































図 5－4 教師の「教師と技術との関係」に対する意識の概念図 
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